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戦　　評

　白：城北は関東予選を4位で勝ち上がり4年連続出場。青：山形工業は東北予選にて3試合
で総得点77点という圧倒的な強さで1位通過し、12年連続の出場。ともにｼﾞｭﾆｱでの実績のあ
る選手がいるﾁｰﾑ。個人技での見どころにも期待したい。

１Ｐ　青⑦羽角がｾﾝﾀｰﾎﾞｰﾙを取り、山形の攻撃から始まる。城北はの守りはｾｯﾄﾃﾞｨﾌｪﾝｽ。
山形のｾﾝﾀｰ⑥近野を警戒して、そこへﾎﾞｰﾙを落とされないように守る。対して山形はﾐﾄﾞﾙ
ｼｭｰﾄで応戦するが、ﾌｧｰｽﾄｼｭｰﾄは枠の外へ。山形の守りは１対１のﾌｧｰﾙﾃﾞｨﾌｪﾝｽ。ﾎﾞｰﾙを
保持した相手に積極的にﾌﾟﾚｯｼｬｰをかける。城北の攻めは、広くｾｯﾄをはりｺﾞｰﾙ前ｾﾝﾀｰに構
えるﾌﾟﾚｰﾔｰにﾎﾞｰﾙをつなごうとするものだが、山形のﾎﾞｰﾙﾌﾟﾚｯｼｬｰに、ｽﾑｰｽﾞにつなげな
い。お互いに手の内の探り合いが続き、開始から２分、先制は山形、ｾﾝﾀｰ⑥近野が素早い
球さばきでﾃﾞｨﾌｪﾝｽがﾁｪｯｸにくる前にﾊﾞｯｸｼｭｰﾄを放ち、得点。３０秒後には山形⑩齋藤が右
ｻｲﾄﾞﾊｰﾌﾗｲﾝ付近でｷｰﾊﾟｰからもらったﾊﾟｽをﾄﾞﾘﾌﾞﾙｲﾝし、そのままｼｭｰﾄし得点。ここで1点を
取り返しておきたい城北は、４分に退水ｵﾌｪﾝｽのﾁｬﾝｽを得る。しかし、ｼｭｰﾄﾐｽ、逆に山形②
志田，⑩齋藤の2人の2年生に速攻を許し、⑩齋藤の得点で3点差に広がってしまった。その
後はお互いに単調なﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄの打ち合いになる。残り10秒、城北に退水ｵﾌｪﾝｽのﾁｬﾝｽ、こ
こはキャプテン③小川が確実に決めた。
２Ｐ　相手のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨﾌｪﾝｽにﾎﾞｰﾙがつながらない城北、ｺﾞｰﾙ前に下がられて上からのﾐﾄﾞﾙ
ｼｭｰﾄを打つしかない山形。得点の入らない時間が続く。ﾋﾟﾘｵﾄﾞも中盤、山形⑩齋藤のﾄﾞﾘﾌﾞﾙｲ
ﾝに対して、城北にＥｘ。このﾊﾟｽをｺﾞｰﾙ前に切り込んだ⑦羽角がﾜﾝﾀｯﾁｼｭｰﾄで４点目を決め
る。城北は１年生⑥松本が頑張って相手のＥｘを誘発したりするのだが、城北のｼｭｰﾄはことご
とく山形ｷｬﾌﾟﾃﾝ①木村に阻まれる。
３Ｐ　コートを入れ替り、３点差で試合も後半へ。これ以上離されたくない城北とここで差を広
げて主導権をとりたい山形、次の１点が重要となる。城北のﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄははじかれ、山形はｵ
ﾌｪﾝｼﾌﾞﾌｧｰﾙが増え、ラリーが続く。４分２５秒、山形ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ一瞬の隙に城北にﾌﾘｰの選手が
できる。左45°７ｍからのﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄを④仲栄真が落ち着いて決める、これで2点差。このまま
城北に勢いがつくかと思われたが、さすがに山形、焦らずしかも大胆なプレーで差を広げる。
3分30秒、山形④高橋が右ｻｲﾄﾞからｺﾞｰﾙ前にｾﾐﾛﾝｸﾞのｾﾝﾀｰﾘﾝｸﾞﾊﾟｽ、ﾀｲﾐﾝｸﾞ良くｶｯﾄｲﾝして
いた⑥近野がﾏｰｸを背負いながらﾜﾝﾀｯﾁｼｭｰﾄで得点。3分10秒にはﾀｰﾝｵｰﾊﾞｰ時に城北にＥ
ｘﾄﾗﾌﾞﾙ、ここで勝負を確実にしたい山形ﾍﾞﾝﾁはﾀｲﾑｱｳﾄを請求。この攻撃でのｼｭｰﾄは外して
しまうが、次のﾀｰﾝでも退水を誘発し、⑦羽角が得点した。
４Ｐ　山形は一気にたたみかける。6分47秒、山形⑦羽角が右ｻｲﾄﾞからﾏｰｸを背負いながら
ﾎﾞｰﾙを持ち込み、ｷｰﾊﾟｰが出てきたところを沈まずにﾎﾞｰﾙをｺﾝﾄﾛｰﾙし得点。6分11秒、右ｻｲ
ﾄﾞからのｾﾝﾀﾘﾝｸﾞﾊﾟｽを山形④高橋がﾜﾝﾀｯﾁｼｭｰﾄで得点。城北ﾃﾞｨﾌｪﾝｽがついていけてない
ように見えた。5分42秒には山形⑩齋藤がｶｳﾝﾀｰ攻撃から得点、9対2となる。3分32秒、山形
にＥｘﾄﾗﾌﾞﾙ、1点でも返しておきたい城北ﾍﾞﾝﾁはﾀｲﾑｱｳﾄを請求。しかしこの攻撃もｼｭｰﾄがﾃﾞｨ
ﾌｪﾝｽに阻まれ、そのﾎﾞｰﾙは山形の速攻へと変わる、山形⑦羽角が得点、10対2と勝敗を決
定づける。城北は、残り１１秒に退水のｾｯﾄｵﾌｪﾝｽで2年②平塚が得点、一矢を報いる。
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